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オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラム：

オンタリオ州議会図書館の役割と挑戦

榎　沢　康　子

はじめに

　本稿は、オンタリオ州議会で行なわれている数々のサービスやプログラム

の中から、オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラム（Ontario 

Government Document Repository Program）に焦点を当てて紹介する。

まず最初に、オンタリオ州議会図書館を、特に図書館コレクションの観点か

ら簡単に紹介する。次に、オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラム

について、このプログラムが始まるに至った経過、主たる目的、および運営

状況を言及する。

オンタリオ州議会図書館

　オンタリオ州はカナダで二番目に大きな州であり、現在1300万人が住んで

いる（Statistics Canada, 2005；2009）。オンタリオ州議会はオンタリオ州

トロント市クインズパークにあり、オンタリオ州議会図書館はその一角に位

置づけられている。州議会図書館は、サービスの主たる対象を107人の州議員、

各委員会および州議会職員とし、この主たる図書館利用者に対して調査研究

および情報サービスを提供するという重要な任務を果たしている（Legislative 

Assembly of Ontario, 2009a；2009b）。オンタリオ州議会図書館は、（１）

収 書 と 目 録 担 当 か ら 成 る、図 書 館 蔵 書 管 理（Library Collection 

Management）、（２）図書館のコンピュータ関係を一手に担う、図書館情

報システム（Library Technology Applications）、および（３）閲覧とレ

ファレンスから成る図書館パブリックサービスを担う、図書館利用者サービ

ス（Library Client Services）の３部署から成り立っている。現在、図書

〈カナダ・トロントの図書館の多文化サービス〉
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館の正規職員は43名であり、それらの職員はこの３部署の中で専任もしくは

兼任として勤務している。また、オンタリオ州議会図書館は、オンタリオ州

議会において、情報技術サービス部門（Information and Technology 

Services Division、通称 iDivision）の下に位置づけられている。情報技術

サービス部門は、州議会に対して円滑な情報サービスを提供することを目的

としており、州議会図書館、州議会のコンピュータ関係を担当する議会情報

システムサービス（Legislative Information Service）、州議会研究調査サー

ビス（Legislative Research Service）および情報マネージメントオフィス

（Information Management Office）の４部から構成されている。

　オンタリオ州議会図書館では、カナダ政府、オンタリオ州を含めた他の州

政府をはじめ、アメリカ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド等、

多くの政府刊行物を収集している。オンタリオ州議会に関係がある資料であ

れば、政府刊行物以外であっても多く収集している。州議会図書館の蔵書の

主たる分野は、政治政策、社会科学、法律関係である。また、オンタリオ州

の主要新聞、地方新聞は網羅的に収集されている。資料の媒体に関しては、

必要性および州議会図書館の収書方針に基づいて、紙媒体もしくは電子媒体、

あるいは両媒体ともに収集されている。

　オンタリオ州議会図書館はアッパーカナダ（Upper Canada, 1792-

1841）およびカナダ連合（United Province of Canada, 1841-1867）時期

の議会図書館から継承される資料を含む、オンタリオ州で出版されたオンタ

リオ州政府刊行物を幅広く所蔵している（Watson, 1993；Devakos and 

Toth-Waddell, 2008）。オンタリオ州議会図書館は、紙媒体および電子媒体

を問わず、オンタリオ州政府刊行物を包括的に収集している。図書館蔵書管

理部署のオンタリオ州政府刊行物担当と目録担当が、オンタリオ州政府刊行

物に関する一連の作業、すなわち探索、収集、目録作業、維持管理を一手に

担っている。電子媒体のオンタリオ州政府刊行物は、毎日、州議会図書館の

特定のサーバーにダウンロードされ、目録が作成される。また、この両担当

は、毎月発行されるオンタリオ州政府刊行物新刊チェックリスト（Ontario 

Government Publications Monthly Checklist）の作成、オンタリオ州政

府刊行物に対する国際標準図書番号（ISBN）および国際標準逐次刊行物番
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号（ISSN）の付与も行なっている。

　そのほか、特別プロジェクトとしては、歴史的に重要度の高いオンタリオ

州政府刊行物のデジタル化およびアーカイブ保存が行なわれている。その一

例として、1867年から2005年に渡るオンタリオ州議会議事録（Journals of 

the Legislative Assembly of the Province of Ontario）お よ び オ ン タ リ

オ州選挙活動に作成された候補者のホームページ等がある。これらのデジタ

ル化あるいはアーカイブ保存された資料は、州議会図書館の Web 目録を通

じて一般に公開されている。州議会図書館の Web 目録の URL は次の通り

である：

http://lois.ontla.on.ca:8001/cgi-bin/Pwebrecon.cgi?DB=local&PAGE=First。

オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラム

（１）オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムとは何か？

　オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムは、電子媒体のオンタリ

オ州政府刊行物を永久的に保存し、世界的にその資料のアクセスを保障する

ことを目的としている。

　このプログラムを遂行するに至って、対象とした資料の収集とその資料フォー

マットの変換が要求される。オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラ

ムには、カナダ国立図書館（Library and Archives Canada）やケベック

州議会図書館（Bibliothèque de l’Assemblée nationale du Québec）の

レポジトリープログラムとは異なり、出版物を必ず納本しなければらないと

義務づける法的拘束力は持っていない。オンタリオ州政府刊行物は州議会図

書館の主な利用者に対して収集されているが、それらの資料は州議会図書館

の Web 目録を通じて一般的にその利用が可能となっている（Devakos 

and Toth-Waddell, 2008）。新規に出版されたオンタリオ州政府刊行物に

関する目録データは毎月サービスオンタリオ（ServiceOntario）に送られ、

そのインターネットサイトを通じて他の図書館や機関はオンタリオ州政府刊

行物を購入できる仕組みになっている。サービスオンタリオのオンタリオ州

刊行物購入サイト（英語版）の URL は次の通りである：https://www.

publications.serviceontario.ca/ecom/。
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（２）オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラム発足の由来

　1990年代終わり、インターネット上に政府刊行物が出版されるケースが増

え始めた。このような現況下において、オンタリオ州議会図書館は電子媒体

の資料を含めたオンタリオ州政府刊行物を州議会図書館の蔵書としてどのよ

うに構築していったらよいのか、そしてそれらの資料をタイムリーにしかも

自分のコンピュータから利用できたらいいのにといった州議会図書館利用者

の要望にいかに応えたらよいのか等のあたらな挑戦に挑む必要がでてきた

（Toth-Waddell, 2006）。また、同時期に、オンタリオ図書館協会（Ontario 

Library Association）や大学図書館連盟を含めた数々の図書館協会は、政

府刊行物がインターネット上から次々と姿を消していくのではないかと懸念

し、どのように電子媒体のオンタリオ州政府刊行物を長期的に保存していく

べきなのかに関心を示し始めた（Burton, LeBlanc and Marshall, 2006）。

1999年、それらの図書館協会は電子媒体のオンタリオ州政府刊行物を長期的

に保存することに関して、何か手助けしてもらえないかどうかとオンタリオ

州議会図書館に話を持ちかけてきた（Devakos and Toth-Waddell, 2008）。

　オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムは、2000年７月、試験的

なプロジェクトとして正式に開始されることとなった。当初、このプログラ

ムは電子媒体で出版されたオンタリオ州政府刊行物の図書（monographs）

と若干の選挙キャンペーンウェブサイトのみを対象としたものであった

（Devakos and Toth-Waddell, 2008）。

（３）オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムの範囲

　オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムは、現在、すべてのオン

タリオ州政府刊行物、すなわち、図書、逐次刊行物およびオンタリオ政府各

省庁から出されるニュースリリースを対象としている。毎年、電子媒体で誕

生したオンタリオ州政府刊行物のおよそ4,500件が目録作業され、その多く

がアーカイブ保存される。最近、ダイナミックリンクを駆使した政府刊行物

が急増し始めており、州議会図書館はそれらの資料をどのように獲得し、ど

のように保存したらよいのか、模索している最中である。そのため、現在の

ところ、これらのタイプの政府刊行物は、このレポジトリープログラムの対



- 154 -

象外とされている。2007年５月現在、州議会図書館でアーカイブ保存された

件数は、図書13,000件、逐次刊行物900タイトルおよびそれぞれ巻号7,500件、

ニュースリリース7,200件である。ちなみに、2009年５月現在、ニュースリリー

スは9,300件まで件数を増やしている。

（４）選書と目録

　オンタリオ州政府刊行物の選書は、「州議会図書館利用者にサービスを提

供するためだけでなく、オンタリオ州の出版物として保存することと目的と

し、オンタリオ州政府刊行物を網羅的に収集、保持する必要がある」という

州議会図書館の収書方針に基づいて行なわれている。それらの政府刊行物は

州議会図書館の主たる利用者だけでなく、学者、研究者および公務に就く人々

にとっても価値のあるものである。これらの政府刊行物の中には、一般には

配布されないものも含まれている。それらの資料は、州議会図書館のレポジ

トリーサーバーの特別な場所に保管され、オンタリオ州議会の中でのみその

利用ができるしくみになっている。

　４名の目録担当は、いくつかのウェブサイトモニタリングソフトウェアを

使って、オンタリオ州政府の各省庁および政府機関の約85ウェブサイト、計

1000ページ以上に上るウェブページを毎日チェックしている。また、オンタ

リオ州政府省庁ページに新刊政府刊行物アラートシステムが設けられている

場合は、それらに登録し、新しい資料を探すことに役立てている。

　ケベック州議会図書館（Bibliothèque de l’Assemblée nationale du 

Québec）では、ある一定のフォーマットに変換されることなく、納本され

たものとその同じフォーマットで資料がケベック州議会図書館のサーバーに

保存されている（Pelletier, M., personal communication, August 15，

2008）。しかし、オンタリオ州議会の場合、電子媒体の資料は、すべて PDF

フォーマットで図書館のサーバーに保存される。そのため、新たなオンタリ

オ州政府刊行物が見つかったと同時に、その資料は PDF フォーマットであ

ればそのまま、違う形体の場合は Adobe Acrobat Standard を使って

PDF フォーマットに変換され、州議会図書館のサーバーに保存される。

PDF フォーマットのみの保存を採用している理由として、フォーマット変
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図１：オンタリオ州議会図書館目録における電子政府刊行物に対する目録レコー

ドとその資料リンク
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換にかかる時間を縮小することとその他の技術的な問題を考えた場合に

PDF フォーマットが今現在最も実用的であることがあげられる（Devakos 

and Toth-Waddell, 2008）。目録レコード作成に関しては、資料が紙媒体

および電子媒体の両方にて出版されている場合、現存の目録方針に従って、

目録レコードがひとつだけ作成され、紙媒体に基づいて目録レコードの記述

がなされる。このようにしてアーカイブ保存され、目録がとられた資料はそ

の資料が発見された日の翌日もしくはそれに近い間には州議会図書館職員お

よび利用者が利用可能となる。その資料が発見されてから１ヶ月以内には、

米国議会図書館件名が付与され、完璧な目録レコードとして提供される。

（５）図書館協会との事業提携

　オンタリオ州議会図書館は他地域の議会図書館、図書館コンソーシアムお

よび他機関とともに情報資源や政府刊行物を共有できるチャンスを常に探し

ている。他機関との事業提携はオンタリオ州政府刊行物レポジトリープログ

ラム下において保存された資料へのより広範にわたる利用を一般に即すこと

と、それらの資料に対してさらに長期的なアクセスを確保することを理由と

している。

　2004年春、オンタリオ大学図書館審議会（Ontario Council of University 

Libraries、通称 OCUL）と州議会図書館との間において、オンタリオ州政

府刊行物の保管に関する最初の会議が持たれた。その結果、州議会図書館目

録のオンタリオ州政府刊行物目録レコードを使ったパイロットプロジェクト

を開始する運びとなった。この事業は、オンタリオ州の大学および公共図書

館に対してオンタリオ州政府刊行物をより利用しやすくすること、州議会図

書館以外のどこか他の場所にネットワークサーバーにおいてレポジトリープ

ログラム下において保管された資料を共同管理すること、長期にわたって情

報および資料の保存を確保することを目的としたものである。その目録レコー

ドは OZone ― DSpace 上で作動する OCUL の共有レポジトリーシステム

―にアップロードされる。この事業提携を推進するにあたって、実務的・技

術的さまざまな問題が明るみとなっている。たとえば、オンタリオ州議会図

書館の目録方針―あるオンタリオ州政府刊行物が紙媒体と電子媒体との両方
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にで出版された場合、紙媒体で出版された政府刊行物に基づいて一つの目録

レコードのみ作成される―は電子媒体の資料をメタデータにて表示する

OZone の方針とはかみ合わない。また、逐次刊行物をどう扱うかは大きな

課題のひとつとなっている。ある逐次刊行物の紙媒体がすでに州議会図書館

目録に存在する場合、その逐次刊行物の電子媒体に対してあらたに目録が取

られるわけではなく、現存する紙媒体の同逐次刊行物の目録レコードにその

情報が付加されるのみである。また、電子媒体の逐次刊行物は巻号単位でアー

カイブ保存され、ひとつの目録レコードの下に各巻号の存在が羅列されると

いう構造になっている。これに対して、DSpace では、逐次刊行物はその各

巻号よりさらに下部の個々の論文単位を基準として、アーカイブ保存されて

いる。このように、逐次刊行物に対する州議会図書館の目録方針は DSpace

図２：OZone オンタリオ州政府刊行物コレクションの検索結果例
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には見合うものにはなっていない。現在、OZone のオンタリオ州政府刊行

物コレクション（Ontario Documents Collection）に、州議会図書館で作

成されたオンタリオ州政府刊行物の図書のみ、その目録レコードが毎月アッ

プロードされている。OZone のオンタリオ州政府刊行物コレクションは、

次のウェブサイトを通じて利用可能である：

https://ospace.scholarsportal.info/handle/1873/306。

　OurOntario.ca のオンタリオ州政府刊行物コレクションは、オンタリオ

州議会図書館のコレクションの中から、オンタリオ州政府刊行物を電子的に

利用できるようにすることを目的とした、OurOntario.ca とオンタリオ州

議会図書館との事業提携の成果である。OurOntario.ca は、オンタリオ図

書館協会（Ontario Library Association）によって発足した非営利共同事

図３：OurOntario オンタリオ州政府刊行物コレクション：Ministry of the 

Environment の電子資料の一覧例
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業、Knowledge Ontario のオンタリオデジタル図書館（Ontario Digital 

Library）構想の一環である（Knowledge Ontario, 2009）。オンタリオ州

議会図書館で作成されたオンタリオ州政府刊行物の目録レコードは毎月

GoveDoc ポータルにアップロードされる。2009年５月現在、オンタリオ州

議会図書館のコレクションから、22,000件以上のオンタリオ州政府刊行物が

OurOntario のオンタリオ州政府刊行物コレクションにアップロードされて

いる。それらの刊行物は以下のサイトを通じて利用可能である：http://

govdocs.ourontario.ca/search。OurOntario では、オンタリオ州政府刊行

物の図書と逐次刊行物とも利用することができる。さらにこのサイトは検索

機能も搭載されている。

結論

　オンタリオ州政府刊行物レポジトリープログラムは州議会図書館の主たる

図書館利用者および一般利用者に対してオンタリオ州政府刊行物の利用を提

供するという観点から見て重要な役割を果たしていると思われる。2007年、

オンタリオ州議会のインターネットおよびイントラネットを通じた、図書館

利用者、議会職員および一般からのレポジトリープログラム下のオンタリオ

州政府刊行物に対するアクセス数は、200,000件以上にのぼった。

　他機関とオンタリオ州議会図書館におけるオンタリオ州政府刊行物レポジ

トリープログラムの事業提携において、解決しなけらばならない数々の課題

が今も存在している。しかしながら、これらの事業提携はオンタリオ州政府

刊行物への幅広い利用と長期的な資料保存を即し、更なる発展を目指すため

の重要なステップであると州議会図書館では考えている。

参考文献

Burton, D., LeBlanc, H. and Marshall, K. (2006, February). 

Government Documents that won’t go away: The Ozone project. 

Presentation to the Ontario Library Association Super 

Conference.

Devakos, R. and Toth-Waddell, A. (2008). Ontario government 



- 160 -

documents repository D-Space pilot project. OCLC Systems & 

Services: International Digital Library Perspective, 24（１），p.40-47．

DOI: 10.1108/10650750810847233

Knowledge Ontario (2009). Government documents. Retrieved on 

May 21, 2009 from OurOntario.ca website, http://govdocs.

ourontario.ca/about

Legislative Assembly of Ontario (2009a). Current MPPs. Retrieved 

on May 3, 2009 from, http://www.ontla.on.ca/web/members/

members_current.do?locale=en

Legislative Assembly of Ontario (2009b). Library history and 

mandate. Retrieved on May 3, 2009 from, http://www.ontla.on.ca/

web/go2.jsp?locale=en&Page=/lao-organization/library_mandate_

history&menuItem=lao-organization

Statistics Canada (2005). Canada’s provinces and territories total 

area, land area and water area. Retrieved on May 3, 2009 from, 

http://www40.statcan.ca/l01/cst01/phys01.htm

Statistics Canada (2009). Canada’s population estimates. Retrieved 

on May 3, 2009 from, http://www.statcan.gc.ca/daily-

quotidien/090326/t090326a2-eng.htm

Toth-Waddell, A. (2006, June). The Legislative Library of Ontario’s 

Ontario Documents repository: road to partnership. Presentation 

to the Canadian Library Association Access to Government 

Information Track.

Watson, M. F. (1993). Foreword. In: A credit to this province: A 

History of the Ontario Legislative Library and its predecessors, 

1792-1992. Toronto: ON: Ontario Legislative Library, p.iii-iv.

  （えのさわ　やすこ。オンタリオ州議会図書館目録担当）


